
平
成
二
十
六
年
度
決
算

議
決

一
、
本
件
決
算
は
、
こ
れ
を
是
認
す
る
。

二
、
内
閣
に
対
し
、
次
の
と
お
り
警
告
す
る
。

内
閣
は
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
結
果
を
本
院
に
報
告
す
べ
き
で
あ
る
。

１

大
阪
府
警
察
管
内
の
六
十
一
警
察
署
に
お
い
て
、
捜
査
書
類
及
び
証
拠
品
が
長
期
間
放
置
さ
れ
た
結
果
、
約
四
千
三
百

事
件
で
公
訴
時
効
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
な
ど
、
近
年
、
警
察
捜
査
に
お
け
る
捜
査
書
類
及
び
証
拠
品

が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
を
担
う
べ
き
警
察
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
か

ね
な
い
事
態
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
捜
査
書
類
及
び
証
拠
品
が
適
切
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
、
警
察
職
員
の
意
識
向
上
や
業
務
監
察
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
証
拠
品
等
が
適
切
に
保
存
管
理
で
き
る
体
制
を
早
急
に
構
築
し
、
事
件
未
解
決
の
要
因
と
な
ら
な
い
よ
う
万

全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

２

社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度
に
関
し
、
平
成
二
十
八
年
三
月
末
時
点
で
二
百
十
一
万
通
の
番
号
通
知

カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
本
制
度
を
運
営
す
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
お
い
て
、
多
額
の
費



用
を
投
じ
て
整
備
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
に
度
重
な
る
障
害
が
発
生
し
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
著
し

く
滞
る
な
ど
国
民
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
本
制
度
の
開
始
段
階
に
お
い
て
運
営
業
務
に
支
障
を
来
し
て
い
る
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、
シ
ス
テ
ム
障
害

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
原
因
を
究
明
し
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
策
を
策
定
す
る
な
ど
し

て
、
個
人
情
報
保
護
管
理
体
制
の
一
層
の
強
化
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
関
係
機
関
の
連
携
を
十
分
に
図
り
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
等
の
交
付
の
遅
延
を
速
や
か
に
解
消
す
べ
き
で
あ
る
。

３

日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
相
次
ぐ
不
祥
事
を
受
け
て
、
本
院
が
、
平
成
十
八
年
六
月
に
警
告
決
議
を
行
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
今
般
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
連
団
体
に
お
い
て
、
新
た
に
架
空
発
注
等
の
不
適
正
経
理
が
発
覚
し
、
再
び
国
民
・
視

聴
者
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
こ
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
還
元
す
べ
き
子
会
社
に
お
け
る
利
益
剰
余
金
が
近
年
逆
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
。

政
府
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
連
団
体
に
お
け
る
度
重
な
る
不
祥
事
を
重
く
受
け
止
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
徹
底
的
な
全
容
と
原
因

の
解
明
、
国
民
・
視
聴
者
へ
の
適
切
な
説
明
、
関
連
団
体
の
事
業
運
営
に
対
す
る
指
導
、
監
督
の
強
化
に
よ
る
再
発
防
止

の
徹
底
を
行
う
と
と
も
に
、
子
会
社
等
か
ら
の
適
切
な
還
元
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
強
く
求
め
、
国
民
・
視
聴
者



の
信
頼
を
回
復
す
べ
き
で
あ
る
。

４

児
童
生
徒
等
が
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
時
に
は
地
域
住
民
の
応
急
避
難
場
所

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
公
立
小
中
学
校
の
施
設
に
お
い
て
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
点
検
が
六
百
九
十
四
校
で
未

実
施
で
あ
っ
た
こ
と
、
三
年
以
上
是
正
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
要
是
正
事
項
が
一
万
百
六
件
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
会
計
検
査

院
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
。

政
府
は
、
近
年
の
自
然
災
害
の
多
発
や
公
立
学
校
施
設
の
老
朽
化
の
進
展
を
踏
ま
え
、
全
国
の
公
立
学
校
施
設
に
お
け

る
維
持
管
理
状
況
を
早
急
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
要
是
正
事
項
の
早
期
か
つ
計
画
的
な
是
正
等
に
よ
り
、
公
立
学
校
施

設
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

５

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
が
行
っ
た
新
国
立
競
技
場
の
設
計
業
務
に
係
る
契
約
事
務

等
に
お
い
て
、
会
計
規
則
に
違
反
し
て
、
契
約
締
結
日
か
ら
最
大
九
か
月
後
に
契
約
担
当
役
の
記
名
押
印
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
、
契
約
書
に
記
名
押
印
が
な
い
ま
ま
伝
票
が
作
成
さ
れ
支
払
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
会
計
検
査
院
に
指
摘
さ
れ

た
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
中
核
を
担
う
Ｊ
Ｓ
Ｃ
が
不
適
正
な
業
務
処
理
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
を
重
く



受
け
止
め
、
会
計
手
続
の
確
認
体
制
の
整
備
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
の
観
点
か
ら
再
発
防
止
策
を
確
実
に
実
施
さ

せ
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
の
業
務
体
制
を
抜
本
的
に
改
善
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

６

平
成
二
十
四
年
の
関
越
道
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
事
故
を
受
け
て
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
貸
切
り
バ
ス
乗
務
員
の
労
務

管
理
等
の
見
直
し
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
八
年
一
月
に
長
野
県
軽
井
沢
町
に
お
い
て
貸
切

り
バ
ス
が
道
路
下
に
転
落
し
、
多
数
の
犠
牲
者
を
出
す
重
大
事
故
が
再
び
発
生
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
重
大
事
故
に
よ
り
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
貸
切
り
バ
ス
事
業
者
に
対
す
る
監
査
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
法
令
違
反
の
状
態
を
迅
速
に
是
正
・
改
善
さ
せ
る
仕
組
み
の
構
築
を
図
り
、
旅
行
業
者
等
と

の
取
引
環
境
の
適
正
化
等
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
貸
切
り
バ
ス
の
安
全
確
保
と
事
故
の
再
発
防
止
に
万
全
を
期
す
べ
き

で
あ
る
。

７

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
行
う
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
北
環
状
線
事
業
に
関
連
し
て
、
補
償
業
務
等
を
担
当
し
て

い
た
同
機
構
の
複
数
の
職
員
が
、
利
害
関
係
者
か
ら
飲
食
等
の
接
待
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
同
機
構
が
実
施
し
た

内
部
調
査
に
お
い
て
、
そ
の
不
適
切
行
為
を
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
同
機
構
職
員
に
よ
る
不
適
切
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
同
機
構
に
対
し
、
事
業
実
施
体
制
の



見
直
し
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
を
図
ら
せ
る
と
と
も
に
、
事
実
関
係
の
十
分
な
検
証
に
基
づ
い
て
再
発
防
止

策
を
講
じ
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

８

三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会
社
が
、
国
土
交
通
省
に
提
出
す
る
燃
費
試
験
デ
ー
タ
を
意
図
的
に
改
ざ
ん
し
て
い
た
こ
と
、

ま
た
、
少
な
く
と
も
二
十
五
年
前
か
ら
関
係
法
令
の
規
定
と
は
異
な
る
方
法
に
よ
り
燃
費
試
験
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
な
ど
、
自
動
車
検
査
制
度
の
信
頼
性
が
著
し
く
損
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
。

政
府
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
に
対
し
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
、
同
種
事
態
の
再
発
防
止
を
図
る
よ
う
指

導
す
る
と
と
も
に
、
不
正
防
止
に
向
け
た
検
査
体
制
の
強
化
、
燃
費
試
験
に
お
け
る
検
査
方
法
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、

適
正
か
つ
公
正
な
自
動
車
検
査
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。


